
平成30年度　横浜市陶芸センター 指定管理者業務評価表（自己評価・行政評価）

指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価
チェック

B

□目標利用者数 120人 178人 A

・一日体験教室(電動ロクロ） □電動ﾛｸﾛ体験開催数
10回/年 10回/年 B

楽白土を３Ｋｇ使用し電動ロクロで水挽きにﾁｬﾚﾝｼﾞする。
高台削り、施釉（茶そば釉）、焼成はスタッフが行う。

□目標利用者数 130人 96人 C

・一日体験教室(季節のやきもの） □季節の焼き物体験開催数
3回/年 3回/年 B

手びねりでハロウィンランタン、クリスマスブーツ、桜色の
器をそれぞれ制作。

□目標利用者数 40人 29人 C

・一日体験教室(伝統釉薬体験） □伝統釉薬体験開催数
9回/年 9回/年 B

織部釉、黄瀬戸釉、青磁釉、油滴天目釉、辰砂釉、唐津
釉、備前土（焼締め、火襷き）使用する講座

□目標利用者数 90人 95人 B

・親子陶芸教室 ●親子陶芸教室の開催
□開催数 10日/年 10日/年 B

カラフルな色の化粧泥で手びねりの作品を親子で制作
する。

□目標利用者数 350人 325人 B
・陶芸祭体験教室 ●陶芸祭手びねり体験、ロクロ体験、楽焼

の各教室 開催
□開催回数

４日間 4日間 B

楽焼体験、絵付け体験、手びねり体験、電動ロクロ体験
が出来る、当日参加型一体験教室。

□目標利用者数 140人 70人 C

◆基礎型教室の開催
・手びねり初級・中級 ●手びねり初級教室の開催

□開催数
２回/年、14日間 2回/年、14人日間 B

初心者対象の基本と成形を学ぶ初級講座。

□目標利用者数 290人 　　233人 C

●手びねり中級教室の開催
□開催数

２回/年、14日間 2回/年、14日間 B

中級の技術を習得しながら実用の器を作成。クロム顔料
で絵付けするﾋﾟﾝｸの器、唐津の器、掻き落し技法で作る
ねずみ志野の中皿、正月用陶箱（織部取手付）

□目標利用者数 300人 　　244人 C
・電動ロクロ初級・中級 ●電動ロクロ初級教室の開催

□開催数 ２回/年、14日間 2回/年、　14日間 B

電動ロクロの基礎、粘土の練り方（粗練り、菊練り）、ロク
ロの水挽きの練習（土殺し～引上げ）を学びながら、切
立湯呑や茶碗を成形する初級講座

□目標利用者数 230人 　　186人 C

●電動ロクロ中級教室の開催
□開催数 2回/年、14日間 2回/年、　14日間 B

電動ロクロ中級の技術を習得しながら実用の器を作成。
水挽きした素地を型打ち技法により小鉢作成。化粧土装
飾での中鉢作成。

□目標利用者数 200人 158人 C

◆自律型教室の開催
・自由作陶教室

●自由作陶教室の開催
□開催日数 350日 349日 B

決められたプログラムではなく、自分自身のペ－スで作
陶が楽しめる講座。教室内にいる講師に個々に指導が
受けられる。

□目標利用者数 7,000人 　7,393人 B

・第2自由作陶教室 ●第2自由作陶教室の 開催
□開催日数 48日 48日 B

講師の指導を受けながら、 自分自身のペ－スで作陶
が楽しめる講座。毎週火曜日講座教室で開催。

□目標利用者数 1,200人 1,100人 B

◆気軽に陶芸を体験してもらう取組
・電動ロクロ1日体験（再掲）による市民の作陶体験

●気軽にできる陶芸体験
□電動ﾛｸﾛ一日体験の開催（再掲） 10日間/年 10日間/年 B

・陶芸祭での事前予約なしの体験の場の提供 □予約無しでの陶芸体験 ４日間 　4日間 B

・各種媒体を使った広報 ■新聞・タウンニュース・市営バス内の無料
パンフレット等への掲載や陶芸関連書籍、
陶芸関連ＷＥＢへバナーをアップする。

実施 実施 －

新聞折込・ヨコハマア－トナビweb版・神奈川新聞イベン
ト情報・フエイスブック・ﾀｳﾝ誌『ぱど』・NTTｉタウン情報・
陶芸ネットコム・陶芸雑誌『陶遊』・広報よこはま『はま情
報』

・在留外国人向けの英語のチラシ・パンフレット作成 ■一日体験・自由作陶教室・貸室等在留外
国人向けに英語版のチラシ・パンフレットを
作成

実施 実施 －

1日体験　3回/年　　貸室・自由作陶教室１回/年

・障がい者の方、ハンディキャップのある方の参加し
やすい環境改修の提案

■ハンディキャップのある方が作陶しやす
いスペースを確保するために、作陶台周辺
や釉掛けスペースのレイアウト改善に向け
て検討する。

検討を実施 実施 －

電動ロクロ周辺の電源配線の吊下げ化工事による段差
の解消。釉掛け場のスリム化と電動ロクロコ－ナ－床配
線の撤去

・映像による紹介 ■一日体験作陶ガイダンス等を映像で紹
介説明

実施 実施 －
手びねり講座案内と電動ロクロの技法ＤＶＤによる紹介

◆次世代育成の取組
・親子陶芸教室での小学校1年生程度を対象とした
陶芸解説資料の作成

●作陶活動への興味を喚起
■小学校低学年を対象とした焼物に関する
解説資料を親子陶芸などで発布

実施 実施 －

「陶器と磁器の違いは何？」を発布（200部）

・映像による紹介 ■手びねりや電動ロクロでの作陶方法等を
映像でわかりやすく紹介 実施 実施 －

ＤＶＤ陶磁器の出来るまで・1日体験講座案内・手びね
り、電動ロクロ作陶方法・陶芸祭・野焼

評価項目

Ⅰ文化事業目標

１　陶芸の普及と市民の作陶
技術向上の支援

評価Ｈ30年度計画 実施状況

実績

●一日体験教室の開催
□手びねり・絵付け体験開催数 10回/年 10回/年

ひも作り・玉作り技法で器を制作し、印花模様を押し付け
完成させる。高台削り、施釉（チタン失透釉）、焼成はス
タッフが行う。

【成果】
今年度から開催された一日体験伝統古典釉薬講座
は、通常の一日体験より一歩踏み込んだ本格的な
陶芸を気軽に体験できる講座としてスタートしま
した。
釉薬の名前は知っているが、通常の陶芸体験教室
では制作する機会がない釉薬・粘土を使用し、年
齢を問わず陶芸が初めての方でも楽しんで頂ける
よう企画しました。企画の検討は一日体験参加者
アンケ-トや対話から得る事ができました。「一日
体験の時間内でどれだけ伝統的な釉薬の色や形に
迫れるか？」「手びねり技法なのか、初めて電動
ロクロで作陶に挑戦をするのか？」「絵付けをし
て自分で施釉まで出来る講座を選ぶのか？」等、
アンケ-トや対話を参考に、初めての方が陶芸に興
味を持つきっかけとなるよう開催しました。受講
の募集を始めてから応募人数がまばらでしたが、
講座終了後の作品引取時の反応は良く、一日だけ
ではなく数日間の本格的な陶芸体験を希望する要
望が増えました。そこから次年度、土曜・日曜・
祭日の「週末３日間陶芸講座」の企画へと引き継
がれました。
また自由作陶教室も例年の受講者数に回復の兆し
が見られるようになりました。
次世代育成の取組として小学生を対象とした参考
文献「陶器と磁器の違いは何？」を団体教室や夏
休み親子陶芸教室に於いて200部発布し好評を得ま
した。
【課題】
伝統古典釉薬講座・季節のやきもの講座を開講し
たことにより、通常の一日体験講座の需要が減少
する懸念があり、団体教室などの体験講座を含め
た作品のテーマ、釉薬の選択、講座の形態等『時
代の需要』に合わせた企画の検討も必要と考えま
す。また、土曜・日曜祭日に開催される一日体験
や講座を増やすことにより、通常の団体教室の体
験希望の日程の選択肢が狭められることがありま
す。スペ-スとスケジュ-ルの問題を解決すること
がこれからの課題です。

【評価する点】
・今年度も多彩な各種講座の企画により、陶芸の
魅力を伝え、作陶技術の向上の支援に資する活動
を行った点を高く評価します。
・一日体験教室においては、前年度と比較し、目
標を達成した講座が増えています。伝統釉薬体験
などの新たな企画やSNSを活用した広報等の施設の
積極的な取組が成果として現れたものと考えま
す。
・一部利用人数が目標に達していない講座もあり
ますが、全体としては、計画に基づき着実に事業
を展開することができています。参加人数や収支
バランス等も十分に意識しながら、今後も専門性
が高く、施設の独自性を打ち出した積極的な講座
の実施に期待します。

【更なる取組を期待する点】
・参加者が目標人数を下回った講座については、
理由の分析等振り返りを行い、次年度以降の講座
企画に活かしてください。
・費用対効果も意識しながら、各種講座の特長や
魅力をより効果的に伝え、受講人数増に繋がるよ
うな広報の手法を引き続き検討してください。
・今後も外国人や子どもを含めた幅広い層に、陶
芸の魅力を伝え、興味を持つきっかけづくりに繋
がるよう、各種取組を継続することを期待しま
す。
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◆体験型教室の開催
・一日体験教室(手びねり・絵付け）

1

2

3

※実績のチェック欄（数値目標のみ記載）について：目標に対し＋10％超の実績→「Ａ」、目標に対し±10％内の実績→「Ｂ」、目標に対し－10％を下回る実績→「Ｃ」
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●専門技能習得講座の開催
□電動ロクロ水挽き徹底教室、年間3回、
12日

3回（12日間）/年 3回（12日間）/年 B
受講者各自のレベルに合わせて基本から高度な技術ま
で、電動ロクロの水挽き技術を徹底的に練習する講座。

□目標利用者数
100人 114人 A

□絵付け教室
２回（６日間）/年 ２回（６日間）/年 B

和絵の具を使用する入門講座。骨描き（輪郭線）～和絵
具（玉くすり）の臥せ方まで。

□目標利用者数
70人   57人 C

□特定のやきもの講座（チャレンジ講座）
4回（20日間）/年 4回（20日間）/年 B

講師・アドバイザーの推奨する講座の開講。チャレンジ
講座の時のみ使用できる専用専用の粘土、釉薬を用
意。□目標利用者数

200人 201人 B

第１回、9人・第２回、29人・第３回、73人・第４回、90人
合計201人

■還元焼成講座の随時開催
実施 随時実施 －

赤土や、銅赤釉、染付けなどで（呉須）酸化焼成との違
いを発見する。

□目標利用者数
900人 727人 C

貸室　298人、自由作陶教室　429人

□大物焼成講座の開催
２名/月 ２名/月 B

350×400×450ｍｍ以内の大物作陶に挑む。

□目標利用者数
24人 24人 B

□穴窯焼成講座の開催（Ｒ元年度に開催） 隔年開催（Ｒ元年
度に開催）

隔年開催（Ｒ元年
度に開催）

□目標利用者数 隔年開催（Ｒ元年
度に開催）

隔年開催（Ｒ元年
度に開催）

●その他単発講座の企画・実施
□三溪園共催講座 1回 1回 B

陶芸センタ－で制作した抹茶茶碗を楽焼窯で焼成体験
をし、三渓園『蓮華院』茶室で自作楽茶碗での御点前を
楽しむ。

□目標利用者数
40人 47人 A

□一日上絵付け講座の開催

1回 1回 B

3日間の上絵付け講座を受講した人が受講する上級講
座。午前と午後丸一日通しての集中講座。通常の上絵
付けに赤絵、金彩も可能。

□目標利用者数
16人 5人 C

□穴窯焼成講座の開催（Ｒ元年度に開催） 隔年開催（Ｒ元年
度に開催）

隔年開催（Ｒ元年
度に開催）

□目標利用者数 隔年開催（令和元
年度に開催）

隔年開催（Ｒ元年
度に開催）人

●招待作家（外部）による特別上級講座１
回（年間） １回/年 １回/年 B

陶芸作家、伊福部玲氏による縄文土器を当時の道具を
使い製作。実際に野焼きの工程を体験する講座。

□目標利用者数
24人 12人 C

7

◆作陶活動の成果発表の場の提供
・陶芸祭での作陶展、ホームページで実施するネット
特別賞、「全国公募・アマチュア陶芸展」による全国
規模の作品発表の場の提供

□陶芸祭時に作陶展を年１回開催
　全国公募・横浜アマチュア陶芸展開催
※「全国公募・アマチュア陶芸展」は隔年開
催

１回/年 １回/年 B

出品総数133人（陶芸センタ－利用者83人が出品展示。
アマチュア陶芸展入選者50人『全国公募・アマチュア陶
芸展』応募総数は192点で入選50点の展示会となりまし
た。）

8 ◆ページで実施するネット特別賞 ■ホームページ上でのネット特別賞発表 実施 実施 － 『アマチュア陶芸展』ネットによる投票総数72人、

9 ◆（指定期間5年間において）新講座、実験的講座の
開講

■新講座として、季節の焼き物体験を開講 実施 実施 － 伝統古典釉薬9回、こどもの日1回、夏休み楽焼体験教
室1回

■講師・アドバイザーの推奨するチャレンジ
講座の開講 実施 実施 －

磁器土を使ったアクセサリ－講座。石膏型泥漿鋳込み
（磁器土）講座。陶土で大型の動物置物を制作講座。鍋
土（耐熱土）で作るオ-ブンウエア講座。

◆公益的作陶活動の施設指導者対象の研修講座の
開催

●陶芸指導者研修講座
□開催数 １回/年 １回/年 B

市内小中学校と特別支援学校からの参加。

□目標利用者数 13人 22人 A

11
◆公共機関等で陶芸の知識を持たない機関に対す
る相談対応。

■陶芸についての相談、出張教室の要望
等について積極的に対応 実施 実施 －

電気炉の取扱方法2件

◆（指定期間5年間において）出張教室・講座等の対
応等、陶芸知識の発信による基地化

●公益的な作陶活動への情報発信
実施 実施 －

市内小中学校と特別支援学校への　案内チラシ514通
発送

□学童保育へのＤＭ発送
1回/年

1回/年
（218通）

B
団体教室案内チラシを学童保育へ218通発送

●陶芸知識の基地化
■陶芸についての相談、出張教室の要望
等について積極的に対応（再掲）

実施 実施 －

電気炉の取扱方法2件（市内小学校陶芸サークル）
陶芸素材、陶芸窯等相談対応（市外含む）計7件

●団体教室の開催
□開催数 10件/年 10件 B

学童クラブと保育所

□目標利用者数

360人 179人 C

Ⅰ文化事業目標 実績

【成果】
今年度の電動ロクロ水挽き徹底講座は新規利用者
の向上心と、長期利用者のロクロ技法への再確認
の場となり、予想以上に活気のある講座となりま
した。また、今年度から５日に講座日数を増やし
たチャレンジ講座は、より難易度を増した講座と
なりました。タタラ成形よる動物の置物講座、耐
熱土で作るオ－ブンウエア講座、石膏型泥漿鋳込
み講座（磁器土カップ取手付け）、磁器土練込、
スリップウエア模様アクセサリ－講座（アクセサ
リ－のフレ－ム、タッチング結び他）など初めて
の技法を紹介することが出来ました。通常陶芸セ
ンターに通われている方で、新な技法にチャレン
ジしてみたいとう受講者や、フェイスブックによ
り情報を得た県外や都内からの意欲的な参加もあ
りました。受講者の年齢層は30代～70代と幅広い
利用がありました。年齢問わず、新しい学びを得
る受講者の姿は教室に活力が生まれました。
陶芸祭では利用者の展示会への出品数が昨年を上
回り、合わせてアマチュア陶芸展の入選者の展示
も行われ盛況のうちに終了しました。今年度の招
待作家講座は陶芸作家の伊福部玲氏をお招きし、
縄文模様の簡単なひもの捻り方と、丸い石で土を
締めて器の形に立ち上げる技法など、古の縄文人
の感性を感じられる講座となりました。出来上
がった作品は神奈川県七沢森林公園で実際に野焼
きをし、焼物作りの原点を降灰と炎の輻射熱にあ
おられながら体験できる貴重な講座となりまし
た。
また、三溪園共催講座は例年の抹茶茶碗づくりで
はなく、今回初めて楽茶碗をつくり、楽焼窯から
の引出し体験と三溪園蓮華院茶室での御点前体験
も含めた講座を開催しました。応募者多数のため
抽選となり当日の欠席者を除くと、ほぼ100％の受
講率となりました。
【課題】
今回のﾁｬﾚﾝｼﾞ講座の授業内容の中には、アクセサ
リ－の細かな作業や泥漿鋳込み講座での磁器土の
パ－ツの取扱など、初めての受講者には少々難し
い工程があり、担当講師からの報告では高齢の受
講者には（体力的な限界）があるので、もう少し
緩やかにステップアップができる講座も必要とい
う意見もありました。また、通常の器以外の焼物
の講座（動物置物講座や縄文土器講座）など、作
陶技法のヒントとなりうる要素のある講座は一歩
踏み込み、陶芸の幅広い楽しみ方を発信していき
たいと思います。

【評価する点】
・招待作家による講座、三溪園との共催企画、全
国公募・アマチュア陶芸展の開催など、施設の独
自性、専門性を発揮した企画を立案、実施したこ
とを高く評価します。三溪園との共同企画は、多
数の応募がある人気企画となりましたが、次年度
以降もブラッシュアップしながら魅力ある企画を
継続していただくよう期待します。
・特に招待作家講座における野焼きによる縄文土
器の作成では、講師との事前調整に加え、市外の
野焼きが可能な場所の探索と実施に向けた各種調
整、講座実施風景の映像記録の作成など、企画に
際し手間を惜しまず、きめ細かな取組を行ってい
るを評価します。

【更なる取組を期待する点】
・一部利用目標を下回っている講座もあります
が、専門施設として事業実施の必要性を検証のう
え、効率的かつ効果的な企画立案を行ってくださ
い。また、講座の内容に応じた適切な目標設定も
検討してください。

２　市民の主体的な作陶活動
の支援

【成果】
今年度開催された指導者研修講座は前年度に比べ
６人増の２２人となりました。公共機関からの陶
芸に関する電話相談は電気炉焼成装置の取扱に関
するものが２件、小机小学校陶芸サ-クル、大磯ス
ティファノ学園からの問い合わせがありました。
【課題】
指導者研修講座の今年度の申込は、昨年度に比べ
多少増加しましたが、研修は質疑応答形式と作陶
実習方式で行われました。研修に参加されている
参加者同士のディスカッション等を取り入れ、よ
り内容の濃い講座を目指します。
団体教室の参加人数が減少傾向のため、団体ごと
に可能な範囲で要望を取り入れ、より陶芸体験の
思い出に残るような講座を目指します。

【評価する点】
・指導者研修の実施や公共施設からの談対応等に
適切に対応しています。また、市民等が陶芸に関
するを相談できる機会を作ることで、市内唯一の
公的な作陶施設としての役割を果たすことができ
ました。

【更なる取組を期待する点】
・今後も引き続き教育活動等への協力、各種支援
等の取組を継続してください。３　市内の公益的作陶活動に

対する支援

◆専門技能習得講座として、多くのテーマの講座を
企画・実施
・電動ロクロ水挽き徹底教室
・絵付け教室
・特定のやきもの教室(チャレンジ講座）
・還元焼成講座
・大物焼成講座
・穴窯焼成講座
・楽焼焼成講座
・サヤ鉢焼成講座
・招待作家講座
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平成30年度　横浜市陶芸センター 指定管理者業務評価表（自己評価・行政評価）

評価項目 評価Ｈ30年度計画 実施状況

※実績のチェック欄（数値目標のみ記載）について：目標に対し＋10％超の実績→「Ａ」、目標に対し±10％内の実績→「Ｂ」、目標に対し－10％を下回る実績→「Ｃ」

指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価

◆施設の象徴としての登り窯の活用 ■見学用として活用するほか、公園内にお
けるパネ ル掲出場所として活用 実施

登り窯の構造パネ
ル

－
昨年に引続き、登り窯の構造断面図の掲示

■象徴的扱いとし、印刷物等で写真を使い
紹介 実施 ＤＶＤ　による映像 －

ホ-ムペ-ジでの映像紹介、動画再生回数講座案内1331
回陶磁器の出来るまで1865回

◆（指定期間5年間において）近隣地域と連携した取
組を行うための企画検討。

■近隣地域との連携
実施

近隣町内会への案
内チラシ

－
近隣町内会に陶芸祭チラシの発布と「元気な本牧根岸
まちづくりの会」参加加入

■陶芸祭での三溪園・本牧市民公園・地域
町内会との連携 実施

期間中の三溪園入
場割引

－
陶芸祭と秋祭りの共催。期間中の三溪園入場割引

◆陶芸祭で、初めて陶芸にふれる来場者のための
企画実施。

■陶芸祭来場者への対応 実施 実施 － 陶器市バザ－、アンケ-ト回答により陶芸ｸﾞｯｽﾞが当たる
抽選会

■予約無しでの陶芸体験の実施 実施 4日間の作陶体験 － 当日参加出来るロクロ、手びねり、絵付け、楽焼教室を
開催

■お茶会・バザ－・作品展示会での興味の
喚起 実施

手づくり抹茶茶碗の
お点前とバザー

－
自分で選ぶ抹茶茶碗でお茶の御点前コーナ－、作品展
示回の開催

◆施設利用促進のための広報・宣伝活動、ホーム
ページや紙媒体の制作の充実

■スマートフォンサイトからのアクセス環境
の充のため、テンプレートの改変や新規同
化の投入の企画検討 実施 実施 －

ホームペ－ジをより検索しやすいように、スマ－トフォン
サイトを更新。

■すべての講座募集チラシの作成、配布 実施 実施 － 年間講座カレンダ－の制作、全講座のチラシの制作

■陶芸祭チラシの作成、配布 年１回 4万部 － 新聞折込チラシ

■紙媒体への記事掲載の推進 実施 47万８千部 － 神奈川新聞夏休み親子陶芸教室の掲載、ＮＴＴタウンペ
－ジ、市域誌『ぱど』への掲載

■ホ－ムペ－ジの講座案内年度切り替え 実施 実施 － 全講座年度内切替の実施

□ホ－ムペ－ジの新着情報の更新 １回以上/月 １回以上/月 B

◆一般見学者へ質問対応や、陶芸ライブラリー、映
像等による詳細な情報、電話やホームページ等を通

■利用者に支障のない一般見学者の受入 実施 1068人 － 一般見学者年間1068人

■電話・ホ－ムﾍﾟ-ｼﾞでの陶芸に関する質
問への対応

実施 実施 －
神奈川県内個人より急須の鑑定依頼。ガス窯の点火に
ついての質問。陶芸素材についての問い合わせ、電器

◆Webサイトによる施設案内 ■WEBサイトの活用 実施 実施 － ホ－ムペ－ジ、スマ－トフォンサイト、フェイスブック

■ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ以外のWEBサイトへの情報掲
載 実施

・ヨコハマアートナビ
web版

・web-cmロケ協力
－

ＮＴＴｉﾀｳﾝ情報・ヨコハマア－トナビｗｅｂ版、ｗｅｂＣＭロケ
地の提供

■ﾎｰﾑﾍﾟ-ｼﾞ上のｷﾞｬﾗﾘ-の充実 実施 実施 － 各年アマチュア陶芸展入選作品

◆陶芸関係のサイト等を活用した広報 ■陶芸関係WEBサイトの活用 実施 実施 － 陶芸ネットコム・陶芸広場、シンリュウホ－ムペ－ジ，陶
芸ショップドットコム

■無料の全国規模の習い事サイトなどへ
の情報提供

実施 実施 － ナビタイム

◆（指定期間5年間において）陶芸センターの知名度
アップ

■陶芸祭・「全国公募・横浜アマチュア陶芸
陶芸フェステｲバル」を通して近隣地区及び
全国的に知名度を上げる 実施

実施
（1005通）

－

『横浜アマチュア陶芸展』チラシを全国陶芸教室・美大・
美術館720通、個人285通発送

■メディアの取材に対する積極的対応 実施 実施（１件） － ヨコハマア－トサイトより取材依頼

◆外国の方向けの情報発信方法の検討 ■英語版チラシ・パンフレットの設置 実施 実施 － 1日体験講座は3～4ヶ月ごとに更新、貸室・自由作陶教
室は毎年1回更新

■英語で受講できる自由教室受講の案内 実施 実施（3件） － 一日体験、貸室、自由作陶教室英語版

Ⅰ文化事業目標 実績

４　陶芸と市民及び来街者を
結びつける場づくり

【成果】
登り窯の構造断面図の掲示は公園内を散策された
り、陶芸センタ－見学者がスマ－トフォンで写真
を撮影する姿が多く見られるようになりました。
ホ－ムペ－ジでの動画再生回数も増加しました。
陶芸祭では近隣にお住まいの方から、毎年陶器市
やバザ－、お茶の御点前を楽しみにしていると、
開催中よく声を掛けられました。陶芸祭案内チラ
シは近隣町内会に４万部新聞折り込みで発布しま
した。
また、紙媒体による講座等の発布枚数は全体で47
万８千部になりました。
電話やホ－ムページからの陶芸に関する問い合わ
せは、陶芸素材、急須の鑑定依頼、ガス窯の点火
手順、窯業機材の処分、アマチュア陶芸展受賞者
のプロ・アマ基準についてなど、質問が多岐にわ
たりました。
【課題】
講座や陶芸祭の問い合わせについて、度々寄せら
れるので早めの情報発信、周知を行う。

【評価する点】
・周辺施設と協力し陶芸祭を開催することによ
り、市民の皆さんに陶芸センターを知ってもらう
機会を提供することができました。

【更なる取組を期待する点】
・三溪園を経由しての来訪者、陶芸祭をきっかけ
とした来館者に対し、施設を知り、陶芸に興味を
持つきっかけとなるような企画の実施を検討して
ください。

５　陶芸センターに関する情
報提供及び広報・プロモー
ション

【成果】
フェイスブックの効果もあり、ホ－ムペ－ジ、ス
マ－トフォンサイト、ヨコハマア－トナビweb版か
らの受講問い合わせが増えました。
『全国公募・2018横浜アマチュア陶芸展』のチラ
シを全国陶芸教室、美術大学、美術館、個人にあ
わせて1005通送付し、その効果で多方面からの陶
芸・美術関係の情報が届くようになりました。
【課題】
隣接している三溪園からの外国人観光客の見学が
増加しているため、ホームページやチラシ・パン
プレット等で英語の案内の充実、掲載をする。

【評価する点】
・紙媒体（チラシ、広告掲載）、施設ウェブサイ
ト、SNSなど、複数の手法により施設の魅力を伝
え、講座の周知を図ることができました。また、
英語による講座チラシを作成することで、より多
様な人たちへ講座の周知を図った取組を評価しま
す。

【更なる取組を期待する点】
・引き続き、より効果的な広報・プロモーション
手法の検討と実施をお願いします。
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平成30年度　横浜市陶芸センター 指定管理者業務評価表（自己評価・行政評価）

評価項目 評価Ｈ30年度計画 実施状況

※実績のチェック欄（数値目標のみ記載）について：目標に対し＋10％超の実績→「Ａ」、目標に対し±10％内の実績→「Ｂ」、目標に対し－10％を下回る実績→「Ｃ」

指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価
チェック

Ｂ

■開館時間9時～17時 実施 実施 －
■開館時間・休館日の周知（館内掲示・
ホームページ）

実施 実施
－

各点検休館日、蛍光灯ＰＣＢ検査、

◆公園条例に基づいた利用料金の徴収 適切な利用料金の徴収
■陶芸成形室半日500円 実施 実施

－

■焼成料100ｇまでごと に　100円 実施 実施 －

◆各種講座・新規利用者・貸室の利用率増加のため
の工夫

□貸室稼働率
100% 100% Ｂ

開館日数349日、貸室利用日数349日　稼働率100％

□貸室目標利用者数 5,400人 5,312人 Ｂ

□貸室目標利用料収入（焼成料含む）

4,200,000円 4,276,650円 Ｂ

■新規・長期利用者が、新講座へステップ
アップできるよう、作品のテーマ、釉薬、使
用する土の工夫をする。 実施 実施 －

新色の茶そば釉の導入、磁器土を使用する泥漿鋳込
み・アクセサリ－講座の開催。

◆アンケートを活用した利用者サービス向上と利用
促進

■利用者アンケ－トを実施
全講座で実施 全講座で実施 －

全講座と貸室・自由作陶教室

■アンケ－トからの改善の実施
実施 実施 －

新釉薬の導入、動線通路電源コードの改善、教室床コン
クリ-ト段差の解消、

■利用者への支障のない「一般見学者の
団体」の受入 実施

実施
（6件/39名）

－

６団体、39名受入

■穴窯講座への団体見学の受入
令和2年に実施予

定
令和2年に実施予

定
－

◆（指定管理期間において）施設スペースの有効利
用方法等の検討

■講座教室内のレイアウト変更に伴う作陶
スペース拡張 実施 実施（3件） －

自由作陶教室、講座教室の電源配線の改良、貸室・自
由作陶教室での粘土販売場所を事務室1箇所に集約。
亀板専用棚の制作、設置2ヶ所

■釉掛けスペースの改善と移設の検討
実施 実施（2件） －

釉薬場、アドバイザ－用大型事務処理机を中型に交
換。

■不良在庫等の廃棄による保管スペース
の確保 実施 実施 －

既存劣化釉薬用ポリバケツの廃棄、粘土保管スペ-ス天
井部分に収納スペ－スを増設。

7

◆適切な運営組織体制と人材の配置（毎日2名以上
の勤務体制）
（センター長1人、所長1人、副所長1人、事務員2人、
講師9人、貸室アドバイザー6人、助手1人）

■センター長1人、所長1人、副所長1人、事
務員3人、講師9人、貸室アドバイザー6人、
助手1人 実施 実施 －

◆適切かつ効果的な勤務体制の確立
・各講座の指導部門では、講座担当の講師、貸室担
当の貸室アドバイザー、それらの助手を配置。
・事務部門と指導部門の円滑な連携を図るため、貸
室アドバイザー・講師を兼務できる社員を1名配置。
・事務部門に基本的な陶芸の知識、指導部門に専門
知識等を提供し、全体的な知識のレベルアップを図
る。

■センター長月3日、所長週3～4日、副所
長週5日、講師、貸室アドバイザー、助手を
ローテーション勤務、事務部門は毎日2人
以上のローテーション勤務 実施 実施 －

講師1名、事務員1名減がありましたが、勤務ローテー
ションを組み立てなおし事業に支障なく運営。

■職務分担表により効率的な業務遂行

実施 実施 －

一ヶ月ごとの勤務スケジュ-ル作成と一週間ごとの焼成
スケジュ-ル表の作成

■法令、条例及び規則を遵守し、利用者の
個人情報の取扱いを適正に行い、事故の
内容に努める

実施 実施 －

個人情報保護の徹底管理と個人情報保護に関する年１
回の研修の実施。

■マイナンバ－利用者の個人情報漏えい
防止のため、組織的・人的・物理的・技術的
安全管理処置を講じる

実施 実施 －

個人情報のシンリュウ本社においての施錠管理とパス
ワ－ドでの情報管理

■情報公開規程に則り、情報開示請求等
の適切な対応 実施 実施 －

情報開示請求0件

□人権に関する職員研修年１回 １回/年 １回/年 Ｂ 人権に関する講習年1回の実施

■近隣地域への管理・運営上の近隣への
迷惑行為への十分な留意、対策の実施 実施 実施 －

公園内の安全速度通行、公園内業務通行車両への通
行証の発布と安全走行の指示

■横浜市中小企業への優先発注 実施 実施 － 新聞広告依頼、電気設備工事　館内清掃業務他

6

9

5

4

1

2

４　個人情報保護等、本市の
重要施策を踏まえた取組

3

8

１　作陶活動のための施設の
提供

◆適切な施設開館及び施設の貸出
開館日数356日、

休館日9日

◆個人情報保護・情報公開、人権尊重、環境への配
慮、市内中小企業優先発注等の取組の実施

【成果】
新たに茶そば釉を導入し、焼成パタ-ンや釉薬の比
重による結晶釉の表出を楽しめるようにしまし
た。

【課題】
特筆すべき事項なし。

【評価する点】
・目標どおり施設を開館し、貸室の稼働率が100％
と高く活用された点、貸室利用料金収入も目標を
上回った点を評価します。
・施設スタッフを適切に配置し、円滑な施設運営
を行うことができています。
・施設利用者やスタッフの意見により、作陶ス
ペースの改良を重ね、より使いやすい施設とする
ための取組を行った点を評価します。

【更なる取組を期待する点】
・引き続き、施設利用者に寄り添った丁寧な施設
運営に期待します。

【成果】
次年度の新釉薬導入にあたり、利用者からのアン
ケ－トや釉薬人気投票を行い、利用者全体で楽し
める施設の雰囲気づくりを心がけました。
高齢の方や車椅子を使用されている方のために、
床上電源配線を吊下げｺﾝｾﾝﾄ式に改良工事を実施、
講座教室コンクリ-ト床の段差解消、施釉ｺｰﾅ-の計
量机を中型のものに入替え、移動しやすい通路に
改良しました。また、亀板の収納棚を2ヶ所設置、
粘土倉庫内天井部分に収納スペ－スを増設、既存
の粘土販売箇所を事務室一箇所に変更し、利用者
の利便性に配慮しました。
【課題】
収納スペ-スの不足はなかなか解消されませんが、
経年劣化した不要在庫などの処分が必要です。

【成果】
H30年度より事務部門と指導部門の円滑な連帯を図
るため、1ヶ月に1回の朝礼を実施。スタッフの意
見も講座運営に活かし取り入れました。
事務部門、指導部門の全体的なレベルアップを目
指し、お客様対応、陶芸の専門的知識の向上のた
めの情報共有ファイル、打ち合わせ会議を実施し
ました。
【課題】
講座が多岐に渡るため連絡ミスにつながらないよ
う、情報共有、連絡事項の徹底、事務部門、指導
部門のコミュニケーションの円滑をさらに図り、
役割分担、業務の効率化を進めます。

実績

355日開館 蛍光灯ＰＣＢ検査で1日休館

□開館日数356日、休館日9日
　（休館日：清掃・空調機点検2日、電気点
検1日、年末年始6日）

Ⅱ施設運営目標

２　利用者ニーズの把握及び
利用者サービスの向上、アイ
デアノウハウの一層の活用

３　組織的な施設運営



平成30年度　横浜市陶芸センター 指定管理者業務評価表（自己評価・行政評価）

評価項目 評価Ｈ30年度計画 実施状況

※実績のチェック欄（数値目標のみ記載）について：目標に対し＋10％超の実績→「Ａ」、目標に対し±10％内の実績→「Ｂ」、目標に対し－10％を下回る実績→「Ｃ」

指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価
チェック

B

□定期清掃 ２回/年 ２回/年 B 年2回の全館定期清掃の実施
■管理標準チエックリストの記録 実施 毎日 － 毎日の管理標準チエックリストの記録
■施設設備の日常点検 実施 毎日 － 毎日の見回り点検の実施
■早めの自前小破修繕による高額修繕費
支出回避 実施 実施 －

電気炉ヒ－タ－線の補修、釉掛け用コンプレッサ－圧力
調整弁の修理。

□空調機器定期保守点検 ２回/年 ２回/年 B 年2回の定期点検の実施

■給排水設備点検 随時実施 随時 － 年2回の排水枡と側溝清掃実施と給水設備の毎日点
検、水道栓修理8件

■電気設備点検 随時実施 随時 － 毎月の電気施設簡易点検（本牧市民公園契約点検業者
による）と自主簡易点検

□消防設備点検 ２回/年 ２回/年 B 年2回の非常警報設備と非常避難路、消火器の点検

□窯業機械の機能点検 毎月 1回/月 B 毎月の窯業機械機能点検の実施

□窯業機械の保守点検 １回/年 １回/年 B 年1回の陶芸窯の定期保守点検の実施

□下洗い箱を設け、粘土、釉薬が直接流れ
ないよう管理 毎日 毎日 B

毎日の下洗い箱の設置

□排水溝、桝の掃除・汚泥量の記録 ２回/年 ２回/年 B 年2回の排水枡からの汚泥の排出と汚泥量の記録

◆公園の管理区域内の環境維持 ■建物の美観維持のため屋根の松葉清掃
や登り窯周辺の草刈 実施 随時 －

年3回の屋根の松葉清掃と登り窯周辺の清掃

◆公園管理者との連絡調整 ■工事修繕他による車両の出入りの連絡
調整 実施 随時 －

毎月のｺﾞﾐル－ト回収車、電気設備工事車、自動販売機
の入替業務、陶芸材料搬入の公園内通行の連絡調整
の実施■見回り点検による適切な維持管理

実施 実施 －

コンクリ-ト床段差の解消。水道栓コマの交換、灯油窯バ
－ナ－のオ－バ－ホ－ル。

■修繕部品の直接購入による修繕コスト削
減 実施 実施 －

修繕資材、機械部品、電気設備部品、水道備品の直接
購入による経費削減

■早めの小破修繕による高額修繕費の回
避 実施 実施 －

■緊急連絡網の整備と迅速な市への報告 実施 実施 －

□ＡＥＤ操作研修 ２回/年 ２回/年 B 年2回の防災訓練時でのＡＥＤ操作研修

■警備業務一覧を職員全体で認識共有 実施 実施 － スタッフ全員による毎日の退館時点検とＷチェック体制
の実施

■日常の見回りによる危険箇所の発見 実施 実施 － スタッフによる館内危険箇所の報告と改善の実施

■消毒石鹸、アルコ－ルでの感染症対策と
嘔吐物処理のマニュアル化と全職員で共
有

実施 実施 －
体調不良者の報告と迅速な対応。
消毒用アルコ-ルの設置

■蚊の発生源の除去と野鳥の死骸の報告 実施 実施 － 水溜りの除去

■警備保障会社による２４時間警備（機械
警備）

実施 実施 － 綜合警備保障㈱による２４時間の機械警備
監視カメラ4台の設置

■緊急連絡網の整備と迅速な市への報告 実施 実施 － 転倒事故の迅速な報告と応急処置及び救急車の手配

□利用者も含めた防災避難訓練 ２回/年 ２回/年 B 年2回の全員参加型の防災訓練とＡＥＤ取り扱い説明。

■焼成についてスタッフの安全教育、防火
管理の徹底 実施 実施 －

陶芸窯の取扱、焼成管理、注意事項の共有と防火管理
の徹底

□防災用品を準備、備蓄、更新をする ２回/年 3回/年 A 年3回の防災用品の更新と準備

■使用済み粘土、釉薬を毎日適切に管理
する

実施 毎日実施 B 曜日担当スタッフ全員による毎日の管理

□産業廃棄物の管理状況をチェックし、横
浜市ル－ト回収にて適正に廃棄する チェック実施

1回/月
　

1回/月
B

毎月の産廃のチエックの実施とルート回収による廃棄

２　小破修繕の着実な実行

３　事故予防及び緊急時の対
応

４　防災に対する取組

５　その他管理に関する事項

毎日

実績

毎日実施 開館日すべての毎日清掃

4

3

2

1

5

6

◆日常の取組、危機管理マニュアルの整備、防火・
防災の取組、災害備蓄等の実施

◆小破修繕の取組

7

◆事故防止体制・防犯、緊急時の対応・感染症対策
等衛生管理の実施

【成果】

　
【課題】

1　施設及び設備の維持保全
及び管理、公園管理

□清掃業者委託による清掃◆施設の安全・安心・快適環境維持と長寿命化対応
の実施

◆保守点検、備品管理、環境維持の実施

【評価する点】
・指定管理者の専門性やノウハウを生かし、電気
窯のヒーターのメンテナンスを自前で行う等によ
り、経費削減に努め効率的な施設運営を行った点
を評価します。
・施設床段差の解消や電気ロクロ用コンセント配
線の改良等、施設をより安全に使うための取組を
行った点を評価します。
・防災訓練の実施やAEDの点検も計画的に実施して
おり、危機管理対策に適切に取り組んでいます。

【更なる取組を期待する点】
・築50年と老朽化が進んでいる中、引き続き小破
修繕を適切に実施するとともに、施設の不具合箇
所を本市と共有するようお願いします。

【成果】
安全監視カメラ４台の追加設置と正面・西側に夜
間人感センサ－ライト設置により、防犯抑止効果
を高めることがました。
　
【課題】

【成果】
毎月の機能点検による電気炉ヒ－タ－線の早めの
補修と自前交換作業による経費削減効果。
　
【課題】次年度に夏場の猛暑を備え、土埃の多い
センタ－では室内空調機９台の洗浄とオ－バ－ホ
－ルが必要となります。

【成果】
水道栓のコマ、蛇口などの早めの自前修繕。
　
【課題】
水周り関係部品の経年劣化による交換作業と蛍光
管の交換が増加しています。早めのＬＥＤ化が必
要です。

【成果】
【課題】
利用者の年齢層も高いため避難経路の確認や、近
隣の三溪園、本牧市民公園とも連携し、災害対策
を強化し、次年度はより多くの防災用品と備蓄ス
ペ－スが必要となります。

Ⅲ維持管理目標



平成30年度　横浜市陶芸センター 指定管理者業務評価表（自己評価・行政評価）

評価項目 評価Ｈ30年度計画 実施状況

※実績のチェック欄（数値目標のみ記載）について：目標に対し＋10％超の実績→「Ａ」、目標に対し±10％内の実績→「Ｂ」、目標に対し－10％を下回る実績→「Ｃ」

指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価
チェック

－

■修繕費用の突然支出に備え建物、設備
の劣化箇所を常に点検し把握する 実施 実施 －

毎日の見回り点検。

■利用者数の増加が見込める新規講座を
企画する

実施 実施 － 伝統古典釉薬講座の開催、磁器土を使用する鋳込み・
アクセサリ－講座。

■四半期表での収支の予測 実施 実施 －

■自主事業講座の受講率を高め、増収を
図る

実施 実施 － 利用者アンケ-トと要望による講座の設定

■上級講座による利用料増収 実施 実施 － 磁器土泥漿の石膏型鋳込み講座、1日染付け講座

■独自ｸﾞｯｽﾞの開発、販売の可能性を図る 検討 サンプル作成 － 練り込み技法組合せアクセサリ－販売の検討とサンプ
ルの作成

■陶芸材料の販売価格見直しの検討
　　紙やすりの有料化 実施 実施 －

一部陶芸用小道具の値上げ。

●固定経費の削減努力等
■消耗品、事務用品の節約による事務経
費削減、利用者からの古新聞・古布の再利
用。

実施

古新聞・エアパッキ
ン・梱包材・ビン・紙
袋・洗濯機・手桶・タ
オル・雑巾を利用者
より寄贈、再利用

－

利用者からの古新聞・紙袋・古布・洗濯機のセンタ－へ
の寄贈。

■材料の直接仕入れによる輸送コスト削減
実施 陶芸材料他仕入れ －

陶芸材料等の重量物の輸送コスト削減

■液化燃料（灯油）の直接購入による経費
削減 実施

年間104,000円削
減

－
灯油窯用の灯油の直接購入による年間104,000円の削
減

■自前修繕による修繕経費の抑制
実施 18件 －

水道設備、電器炉、灯油バ－ナ－、電動ロクロ、自転
車。吹き付け用コンプレッサ－の修繕

特記（提案事項要旨） 自己評価 行政評価
平成３０年度事業はフェイスブック・陶芸センタ
－ホームペ－ジ・スマ-トフォンサイトなどを活用
し、若年層や新規受講者を取り込む工夫を試みま
した。
陶芸の民芸調のイメ-ジと少々乖離したカラフルな
アクセサリ－や、カップに取手を作成する泥漿鋳
込み講座や、低温焼成後に水彩ガッシュでカラフ
ルな彩色を施す動物置物講座など、明るい色調の
講座を開催しました。また、反対に少し渋めな本
格的陶芸講座を企画し、初めての方にも気軽に参
加できる講座を開催しました。伝統古典釉薬を一
日体験教室で気軽に「唐津焼、織部釉、青磁釉、
黄瀬戸釉、油滴天目釉、備前土」作陶体験が出来
る様にスケジュ-ルを組みました。伝統古典釉薬講
座参加者には10代（親子での参加含む）～70代の
幅広い年齢層の参加がありました。
またアンケート等を利用し、次年度の新企画講座
の材料を探りました。初めて受講された方や、土
曜・日曜で作陶希望の方（平日仕事の方）の意見
により、次年度開催の講座『3日間週末陶芸』（成
形、高台削り、下絵付け、釉薬掛けまでの工程）
の企画につながりました。
陶芸センタ－利用者の高年齢化とともに建物や備品、
設備も経年劣化し、交換の追いつかない部分も出てき
ており、設備管理費の出費が膨らみ始めております。
しかし、天井が高く太い自然木の梁で構築されている
陶芸センタ－は他にはない魅力があり、この建物と崖
と公園のロケ-ションが何年もの間、人に足を運ばせる
原動力だったのかもしれません。利用者は徐々に回復
しており、引き続き私達の企画運営力とたゆまぬ情熱
が擦り切れないように努力して行きたいと思います。

【評価する点】
・利用料金収入が予算を上回っています。また、
自主事業収入の予算は達成していないものの、前
年度実績を上回っており、施設が取り組んできた
各種取組の成果が表れているものと考えてます。
限られた予算を効率的に執行し、施設を適切に運
営しているものと評価します。

【更なる取組を期待する点】
・引き続き収支バランスに配慮しながら、収入増
に取り組んでください。

達成指標 説明

不良在庫の削減と粘土の再生。　講座ごとの計画仕入。 【成果】
新企画のチャレンジ講座や、三溪園共催講座（楽
焼・御点前）など利用者の増加が見込まれる講座
の受講率が順調でした。
　
【課題】
次回共催講座は利益率を考慮した受講料に改変す
る必要があります。

【成果】
灯油の直接買い入れによって年間104,000円の経費
削減が出来ました。
　
【課題】
電気設備の一部修繕は外注となるので、蛍光灯の
安定器など今後は修繕費の増加対策が必要となり
ます。

実施

3

◆指定管理料のみに依存しない収入確保の取組

２　指定管理料のみに依存し
ない収入構造の検討

１　適切な収支構造及び収支
バランス

1

2

【成果】　利用者アンケ－ト、要望により一日通
し染付け講座が開催。じっくり絵付けに専念する
ことができました。
【課題】チャレンジ講座開催が独自グッズの企画
につながりました。ラクビ―ワールドカップ、オ
リンピック・パラリンピックに向けて観光客対応
の陶磁器お土産グッズの試作・改良を重ねます。

実績
●収益の改善と固定経費の削減努力
■陶芸材料の在庫管理を徹底し、計画仕
入れを行う

実施

Ⅳ収支

３　経費削減及び効率的運営
努力

◆経費削減等効果的運営の取組

　利用人数が平成29年度と比較し、4％増となり、
耐震補強工事による休館前の利用者数に近づいて
きました。魅力ある講座企画、指定管理者の専門
性をいかした各種講座の企画、利用者の声に応え
たきめこまやかな施設運営等、様々な工夫を重ね
た成果が出ているものと評価します。
　特に、各種講座の企画にあたっては、受講者や
スタッフからの意見を取り入れ、技法やプログラ
ム構成を見直し、講座の質を高める取組が、満足
度の向上やリピーターの確保に繋がっています。
　また、三渓園と連携した講座の企画、招待作家
による縄文土器の製作では、市外施設での野焼き
の企画と、陶芸センター内のみにとどまらず、作
陶の魅力を伝えることに寄与できました。
　施設の利用者、講座の参加者の分析を行い、今
後もより多くの市民の皆さんに参加してもらえる
よう、魅力ある企画づくりに活かしてください。
特に子ども向けの講座をはじめ、次世代育成にも
繋がる講座等の企画により、より幅広い層へ陶芸
の魅力を伝える取組を継続して行ってください。
　今後も専門性を活かし、質の高い運営を保持す
ることで、市内唯一の公的な作陶専門施設として
の役割を果たし、存在感を発揮することを期待し
ます。

総括


